


再編方針設定の考え方 府中市地域公共交通ネットワーク再編方針

（基幹交通軸の維持）

【方針１】鉄道及び１日片道３０本以上の路線バスは、既存路線の機能・サービス水準の維持を目指す。

他の重点事業（公共交

通ネットワークの課題解

決に関する事業）

施策２ 複数交通モードの接続性の向上

事業５ 駅間における接続性向上の検討

事業６ モビリティハブ整備の検討

施策５ 地区内交通を支える最適な移動手段の検討

事業11 多様な輸送資源の活用検討

施策６ 広域・地区間交通におけるアクセシビリティの向上

事業13 隣接市との広域連携に関する協議

施策７ 交通施策における市民・企業・団体等との協働の推進

事業16 移動手段の検討における市民協働の促進

施策８ デジタル技術活用による交通サービスの効率性・利便性の向上

事業17 Ｍａａｓ、自動運転、新たな移動手段等に関する調査研究

（コミュニティバス路線の見直し）

【方針６】コミュニティバスの路線は、各路線が収支率６０％以上を確保できるよう再編を行うととも
に、収支率が向上する範囲で、路線毎に利便性の向上を検討する。

（長大な路線の見直し）

【方針５】運行距離が長大なコミュニティバスの路線は、市内の最寄り駅まで接続するよう再編を行う。

■府中市地域公共交通ネットワーク再編方針（案）

（重複区間の解消）

【方針２】起終点、停留所、時間帯等が重複しているバス路線は、再編対象とする。

（階層による役割分担）

【方針４】市内の主要拠点や隣接市の鉄道駅等への公共交通の接続を検討する。

（コミュニティバスの一般路線化）

【方針８】路線バスとして運行が可能なコミュニティバスの路線は、一般路線化を検討する。

（コミュニティバス運賃の見直し）

【方針７】コミュニティバスの運賃は、利用者数の目標値及び一般路線バスの運賃水準を考慮し、市の
補助金額の適正化に資する運賃設定を検討する。

（新たな移動手段の検討）

【方針９】新たな移動手段は、既存の公共交通だけでは課題を解決できない場合に限り、補完的な手段
として導入を検討する。

（基本的な方針の実現に向けた見直し）

【方針10】ネットワーク再編の内容は、再編後の状況と基本的な方針の実現状況に応じて、適宜見直し
を行う。

鉄道駅を中心としたネットワークを維持しつつ、ニーズ
に合わせてバスネットワーク等を改善する。

公共交通ネットワーク構築の基本的な考え方

ネットワーク再編後の公共交通サービスは、公共交通
の階層による役割分担及び交通に関する拠点の位置付
けに基づき決定する。

公共交通の階層による役割分担と
交通に関する拠点の位置付け

ネットワーク再編の実施に当たって、ある目標の達成
と別の目標の達成が両立できない関係性にある場合は、
ネットワーク再編以外の重点事業において課題の解決
を検討する。

目標達成におけるトレードオフの関係性

施策展開の基本的な考え方との整合

令和１１年度 １５９，４００人／日

評価指標①市中心部に接続する公共交通の１日当たりの利用者数

評価指標との整合

令和１１年度 ６０％

評価指標⑬コミュニティバスの収支率

ア 市中心部への移動は、基幹交通軸を維持しつつ、公
共交通の階層による役割分担により確保する。

イ 市中心部以外への移動は、各地域の鉄道駅又は主要
拠点へ公共交通を接続することにより確保する。

⑴ 鉄道ネットワークの活用

計画目標等との整合
（ネットワーク再編の事業内容の整理）

ア 市中心部への接続を前提としたコミュニティバスの
運行目的、運行形態の見直し、鉄道・路線バスとの重
複区間の解消を行う。

イ コミュニティバスの運賃体系、運行距離が長大な路
線の見直しを行う。

⑵ バスネットワークの効率化

ア 公共交通弱者の移動の利便性や公共交通空白地域・
不便地域での移動手段の確保のために必要な範囲で、
新たな移動手段の導入を検討する。

イ 新たな移動手段の検討は、既存の移動手段と競合し
ないよう、客観的なシミュレーションと既存移動手段
との比較のうえ行う。

⑶ 地区内交通手段の在り方検討

（ニーズに合わせた再編）

【方針３】安全性、採算性及び移動実態を踏まえて課題があるバス路線は、その優先度に応じて再編対
象とする。



令和５年度第１回府中市地域公共交通協議会における意見を踏まえた修正の考え方

Ｎｏ． 協議会時点の方針内容 意見 反映

方針１ 鉄道及び１日片道３０本以上の路線バスは、既存路
線の機能・サービス水準を維持する。

〇乗務員不足は非常に深刻であり、機能・サービス
水準を維持すること自体が難しい課題である。

○現状維持も容易ではないことを強調し、「維持する」を「維持を目
指す」に修正します。

方針２ 起終点、停留所、時間帯等が重複しているバス路
線は再編対象とする。

なし -

方針３ 安全性、採算性及び移動実態を踏まえて課題があ
るバス路線は、その優先度に応じて再編対象とす
る。

なし -

方針４ 市内の主要拠点や隣接市の鉄道駅等への公共交
通の接続を検討する。

なし -

方針５ 運行距離が長大なコミュニティバスの路線は、市
内の最寄り駅まで接続するように再編を行う。

〇高齢者の乗り換えストレスを軽減する方策をあ
わせて検討する必要がある。

○施策２事業５・事業６など、他の重点事業との連携を図りながら課
題解決を目指すことから、方針としては修正せず、その旨市民周知
するものとします。

方針６ コミュニティバスの路線は、各路線が収支率６０％
以上を確保できるよう再編を行うとともに、収支
率が向上する範囲で、路線毎に利便性の向上を検
討する。

〇増便を伴う利便性の向上と財政負担を増加させ
ないことは両立しないため、利便性の向上が示す
内容が分かりにくい。

〇ネットワーク全体の効率化を図りつつ、可能な範囲で、回転数の
向上や利用の多い時間帯の増便などの利便性の向上もあわせて検
討する必要があるため、方針としては修正しません。

方針７ コミュニティバスの運賃は、利用者数の目標値及
び一般路線バスの運賃水準を考慮し、市の補助金
額の適正化に資する運賃設定を検討する。

なし
-

方針８ 路線バスとして運行が可能なコミュニティバスの
路線は、一般路線化を検討する。

なし -

方針９ 新たな移動手段は、既存の公共交通だけでは課題
を解決できない場合に限り、市の財政負担が増加
しない範囲で、補完的な手段として適切だと認め
られるときは、導入を検討する。

〇乗務員不足や物価高騰などの課題に対応するに
あたって、財政負担が増加することはあり得るので
はないか。
○案の条件だと新たな移動手段の導入はできない
のではないか。
〇長期的な再編の方針とするためには、より柔軟
な表現にしたほうがよいのではないか。

〇財政負担が適正化された公共交通を目指すために、恒常的な財
政負担は軽減する必要がある一方で、新たな課題や期間を限定した
実証実験等の必要な投資については、状況に応じて柔軟に対応す
る必要があるため、「既存の公共交通だけでは課題を解決できない
場合に限り、市の財政負担が増加しない範囲で、補完的な手段とし
て適切だと認められるときは、導入を検討する。」を、「既存の公共
交通だけでは課題を解決できない場合に限り、補完的な手段として
導入を検討する。」に修正します。

方針10 ネットワーク再編の内容は、再編後の状況と基本
的な方針の実現状況に応じて、適宜見直しを行う。

なし -

その他 〇短期的な再編のための方針となっているが、よ
り長期的な再編を見据えた方針としたほうがよい
のではないか。

〇計画の事業である「地域公共交通ネットワークの再編」は、現計画
の計画期間が終了する令和１１年度までを見据えて実施するもので
あり、再編方針は、令和８年度からの運行開始に向けて短期的な実
現を図ることを想定しています。
一方で、地域公共交通計画における「基本的な方針」は、都市計画
マスタープランの計画期間である令和２３（２０４１）年度までを見据
えた方針としており、長期的な再編の検討については、現計画の事
業及び評価指標の進捗管理を踏まえながら、現計画の見直しや次期
計画の検討にあたって、再度議論するものと考えています。


